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分子生理研究部門

器官調節分野

林 基治 ･目片文夫 ･大蔵 聡 1)･清水慶子

<研究概要>

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･発達 ･加齢

林 基治 こ大平排司 2)･森 琢磨 3)･山下大輔 3)･清水慶子 ･光永捻子 4)･伊藤麻里子 5)

(1)胎生 120日､ 新生児期､ 成熟期のマカクサル前流前野の抽出液にBDNFを作用させ

ると､胎生 120日ではTK+〝K+と100kD〟100kDaのホモダイマー､ 新生児期ではTK+〝K+

とTK･〝Ⅹ･のホモダイマー､ 成熟期ではTX+〝K･のヘテロダイマーが形成された｡ 従ってマ

カク亘ル大脳皮質におけるTrkBのダイア-形成は､ 発達に伴って変化することが明らかにさ

れた｡ ノ

(2)マカクサル大脳皮質におけるBDNFとNT･3の遺伝子発現をRT-PCRを用いて解析し

た｡その結果､BDNFmRNA は胎生期から成熟期へ順次増加するが､NT･3mRNA は胎生期に

多く成熟期まで急激に減少することが明らかになった.以上の結果､BDNFは生後におけるサ

ル大脳皮質の発達に重要なことが判明した｡

(3)マカクサル大脳皮質におけるBDNFとNT-4タンパク質の発達を酵素免疫測定法により

測定した｡その結果､BDNFはシナプス数の最大となる生後 2-4ケ月に最も多く､NT･4は神

経ペプチ ドの多い胎生 140日に最も多かった｡以上の結果､BDNFは大脳皮質におけるシナプ

ス形成に､NT-4は神経ペプチ ドの発現に関与することが示唆された｡
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a)イオンチャネルの開閉機構

目片文夫

細胞掛こ存在し､細胞内外の電位差の保持の子細はするイオンチャネルの開閉がいかなる機構により

行われるかは､現在の罷免生理学上の殺大の注目点である｡本殿楢の解明のために､パッチクランプ法に

よる平附筋紺胞暇MaxiKチャネル坤一花流の解析を行っている｡

C)低栄並による生殖機能抑制の神経内分泌メカニズム
大蔵 聡

低栄養ストレス下における性晩槻行跡肺u機序を解明するため､卵巣除去ニホンザルを用いて血中グル

コースまたは脂肪酸の薬理学的代謝阻害がパルス状茄体形成ホルモン仕JO分泌に及ぼす影野を検討した｡

パルス状のLH分泌はグルコース代謝阻害剤C2･deoxy-D･glucose)の静脈投与により性ステロイド存在の

有無に関わらず｢過性に抑制された｡⊥方､脂肪酸のβ酸化阻害剤 (2･mertnptoacetate)投与による抑制

効果はnj撥ではなかった.以上の結果より､特異的な血糖センサーにより感受された血糖利用能の低下が

シグナルとなり､パルス状のIJH分泌ひいては生殖機能を抑制することが示唆された｡

D)霊長類の生殖リズムの発現に関する研究

清水隆子･伊藤麻里子 ･林 基治

(1)各種霊長類の成長に伴う性晩系の変化および季節繁殖リズムの発現機構を知る目的で､視床下部一

下垂体一性晩系に着目し､胎生期から性成熟に達するまでの血中生殖関連ホルモン動態を調べた｡本年度

はチンパンジーとニホンザルにおいて､繁殖期､妊娠期のインヒビンの血中動態を調べ､インヒビンA及

びBと他の生殖関連ホルモンとの連関について明らかにした｡また､併せて視宋下部､下垂体､性腺､胎

盤の組織学的解析を行った｡

(2)合成プロジェステロンを用いたニホンザルおよびチンパンジーの排卵抑制法を検討し､その避妊効

果および性行動に与える影響について解析した｡この結果､合成プロジェステロン投与により排卵が抑制

されること､この時､必ずしもJ附子動の抑制は起こらず､逆に活発な性行動が見られる場合もあることが

わかった｡

(3)マカタザル串よび類人猿の尿､糞､唾液からの生殖関連ホルモン測定法を開発した｡尿､糞中プ

ロジェステロン及びエストロジェンに加え､尿中CG､FSHの測定が可能となった｡また､マカタザル用

の専用の機器を用いない簡易妊娠診断キットを開発した｡

E)内分泌撹乱物質と生殖生理

清水碇子

各種内分泌抵乳物質がマカクザルの生殖リズムおよび胎児に及ぼす影響について内分泌学的､桐剖学

的に調べた｡

F)マカクザルの性脱校能について

伊藤麻里子 ･清水慶子 ･林 基治

マカクザルの下垂体および朋泉機能を調べるために主に性挽 (精巣およこ岬日巣)から分泌されるイン

ヒビンについて性晩組織内での局在および､血液中の濃度について検討した｡

1)R?i林水産省畜産冨胡売場生理郡へ転任 (2000年10月l日付)2)COE非常勤研究員 3)大学院生

4)ヒューマンサイエンス財田研究支援者 5)教務補佐貞
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遺伝子情報分野

竹中 修 ･平井啓久 (兼任)･中村 伸 ･浅岡一雄

<研究概要>

A)DNA分析による霊長類の系統解析

竹中 修 ･リナ･H･ステイヤジ1)･アナ ･*rリナ ･ザバラグレン2)･

川本咲江3)･堀尾由紀子3)

ミトコンドリアDNAには進化速度を異にする領域があり､群内の個体差の検出から種同系

統関係まで､対象の霊長類のどの側面を解析するかにより使い分けることが可能である｡チトク

ロームb遺伝子の塩基配列比較によるスラウェシマカク 7種およびブタオザルの系統関係の解

析を終え現在投稿中である｡また中部スラウェシのトンケアナとヘツキの雑種形成地帯の計 8

群の試料について､ミトコンドリアD-Loop領域の塩基配列を決した.雑種地帯のタイプはへ
ッキであることが明らかとなったが詳細を解析中である｡

また名古屋文理大学竹中晃子氏との共同研究で高脂血症のマカタについて脂質代謝の重要

な因子LDLR､およびグロビン遺伝子領域に入り込んだプロセスト遺伝子Pl17について迫伝子

解析を行った｡

ち)霊長類Y染色体DNAの進化 √

ユー･スンスク2)･竹中 修

高等霊長類特にホミノイドの各種はその繁殖構造に差異があり､性的二型､造精能力も様々

である｡そこでY染色体DNAに注目し分析を行ってきた｡こホンザルの発達加齢､同一個体の

繁殖期と非繁殖期にバイオプシーによって得た試料を用い精巣特異発現遺伝子 (mRNA)をデ

ィファレンシャルディスプレイ法と塩基配列決定により検討し､細胞内での夕.ンバク質の構造形

成や輸送との関係が考えられるタンパク質合成が精子形成と連動している与とが明らかとなっ■
た｡

C)霊長類の染色体進化に関する研究

平井呑久

ヒト上科のテロメア配列の染色体上における局在部位をPRINS法を用いて調べた｡シロテ

テナガザル種群以外は､全種において C-バンド領域と強い親和性を示し､染色体の構造変化と

相関があることが示唆された｡一部を論文としてまとめた｡

平井百合子3)･平井啓久

オナガザル類のrDNAがゲノム内に分散しない意義を分析するため､rDNAのマッピング

の種間比較を行った｡rDNAの染色体内存在様式は他の分類群と異なり､セントロメア近傍のヘ

テロクロマチンとの結合がないことが､その理由であると推測した｡
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